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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブームの種々の伸縮パターンが記憶されているコントローラと、前記種々の伸縮パター
ンが表示されるモニタと、前記モニタに表示される前記種々の伸縮パターンの中からオペ
レータが前記コントローラに目的の伸縮パターンを選択させるために使用する操作部とを
備えるブームの伸縮パターン選択装置であって、
　前記種々の伸縮パターンの中から前記オペレータの選択頻度が高い伸縮パターンを前記
モニタに優先して表示する優先表示制御手段を備え、
　前記優先表示制御手段は、前記操作部への選択操作により、起動時に表示される基本の
順序で伸縮パターンが表示される表示モードである通常モードと、オペレータによる手動
操作で並べ替えられた順序で伸縮パターンが表示される表示モードである伸縮パターン手
動並び替えモードと、カウンタによってカウントされた選択回数の多い順序で伸縮パター
ンが表示される表示モードである伸縮パターン自動並び替えモードと、を切り換えて表示
することを特徴とするブームの伸縮パターン選択装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のブームの伸縮パターン選択装置において、
　前記優先表示制御手段は、前記オペレータの選択頻度が高い伸縮パターンを目立つよう
に前記モニタに表示することにより、前記オペレータの選択頻度が高い伸縮パターンを前
記モニタに優先して表示することを特徴とするブームの伸縮パターン選択装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、種々の伸縮パターンを有するブームを備えたクレーン等の作業機において、
オペレータが目的の伸縮パターンを選択するために使用されるブームの伸縮パターン選択
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ブームを備えたクレーン等の作業機の中には、ブームが複数のブーム部材から構成され
たものがある。複数のブーム部材から構成されるブームの中には、１本の伸縮シリンダに
よりブーム部材毎に移動してブーム全体が伸縮するものがある。この場合には、ブームの
伸縮パターンが非常に多くなる。
【０００３】
　そこで作業機には、オペレータが目的の伸縮パターンを選択するために、ブームの伸縮
パターン選択装置が設けられている（例えば特許文献１参照）。
【０００４】
　特許文献１に開示されているブームの伸縮パターン選択装置では、オペレータが所定の
作業条件を入力すると、予め記憶されている種々の伸縮パターンの中から、入力した作業
条件に対応する伸縮パターンを選択してモニタの画面に表示している。オペレータは、装
置によって選択された伸縮パターンの中から目的の伸縮パターンを選択する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１２１６６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながらモニタの画面の大きさには限りがあるので、画面に表示できる伸縮パター
ンの数には限りがある。そのため、装置が選択した伸縮パターンの数が、画面に表示でき
る伸縮パターンの数よりも多い場合がある。この場合にオペレータの選択頻度が高い（使
用頻度が高い）伸縮パターンが含まれていても、選択頻度が高い伸縮パターンを探すのに
時間がかかり、使い勝手が良くない。
【０００７】
　本発明は、このような従来の課題に鑑みてなされたものであり、使い勝手を向上させる
ことができるブームの伸縮パターン選択装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者等は、鋭意研究の結果、前記課題を解決するために以下のようなブームの伸縮
パターン選択装置を採用した。
【０００９】
　本発明のブームの伸縮パターン選択装置は、ブームの種々の伸縮パターンが記憶されて
いるコントローラと、前記種々の伸縮パターンが表示されるモニタと、前記モニタに表示
される前記種々の伸縮パターンの中からオペレータが前記コントローラに目的の伸縮パタ
ーンを選択させるために使用する操作部とを備えるブームの伸縮パターン選択装置であっ
て、
　前記種々の伸縮パターンの中から前記オペレータの選択頻度が高い伸縮パターンを前記
モニタに優先して表示する優先表示制御手段を備えることを特徴とする。
【００１０】
　具体的に前記優先表示制御手段は、前記オペレータの選択頻度が高い伸縮パターンを目
立つように前記モニタに表示することにより、前記オペレータの選択頻度が高い伸縮パタ
ーンを前記モニタに優先して表示する。
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【００１１】
　また、前記優先表示制御手段は、前記オペレータの選択頻度が高い伸縮パターンのみを
前記モニタに表示することにより、前記オペレータの選択頻度が高い伸縮パターンを前記
モニタに優先して表示しても良い。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のブームの伸縮パターン選択装置は、オペレータの選択頻度が高い伸縮パターン
を優先して表示するようにした。これによりオペレータは、種々の伸縮パターンの中から
選択頻度の高い伸縮パターンを素早く探すことが可能になる。よって、本発明のブームの
伸縮パターン選択装置は、使い勝手を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施の形態と第２の実施の形態のブームの伸縮パターン選択装置
を示すブロック図である。
【図２】第１の実施の形態と第２の実施の形態の伸縮パターン選択装置のモニタに表示さ
れる通常モードを示す図である。
【図３】（ａ）は第１の実施の形態の伸縮パターン選択装置のモニタに表示される伸縮パ
ターン手動並び替えモードを示す図である。（ｂ）は（ａ）から選択頻度の高い伸縮パタ
ーンを全て移動した状態を示す図である。
【図４】（ａ）は第１の実施の形態の伸縮パターン選択装置のモニタに表示される伸縮パ
ターン手動並び替えモードを示す図である。（ｂ）は（ａ）から選択頻度の高い伸縮パタ
ーンを一部移動した状態を示す図である。
【図５】第１の実施の形態の伸縮パターン選択装置のモニタに表示される伸縮パターン自
動並び替えモードを示す図である。
【図６】（ａ）は第１の実施の形態の伸縮パターン選択装置のモニタに表示される伸縮パ
ターン手動並び替えモードを示す図である。（ｂ）は（ａ）から選択頻度の高い伸縮パタ
ーンをグループ単位で移動した状態を示す図である。
【図７】（ａ）は第２の実施の形態の伸縮パターン選択装置のモニタに表示されるお気に
入り手動選択モードを示す図であり、（ｂ）はお気に入り手動登録モードを示す図である
。
【図８】第２の実施の形態の伸縮パターン選択装置のモニタに表示されるお気に入り自動
登録モードを示す図である。
【図９】選択頻度の高い伸縮パターンを優先して表示するその他の方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を図にしたがって説明する。
【００１５】
　（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態のブームの伸縮パターン選択装置１のブロック図で
ある。この伸縮パターン選択装置１は、種々の伸縮パターンを有するブームを備えたクレ
ーン（図示せず）に設けられ、オペレータが伸縮パターンを選択するために使用される。
【００１６】
　なお、本実施の形態のブームは、４本のブーム部材から構成される４段式のブームであ
る。この４段式のブームは、１本の伸縮シリンダによりブーム部材毎に移動してブーム全
体が伸縮するものである。
【００１７】
　伸縮パターン選択装置１は、図示しないがクレーンの運転室内に設けられている。この
伸縮パターン選択装置１は、コントローラ２と、コントローラ２の入力側に接続した操作
部３と、コントローラ２の出力側に接続したモニタ４とを備えている。コントローラ２と
操作部３は、本発明の優先表示制御手段を構成している。
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【００１８】
　コントローラ２は、伸縮パターンの選択にかかる演算処理を行うものである。このコン
トローラ２には、ブームの種々の伸縮パターン（伸縮パターンの表示データ）が記憶され
ている。また、コントローラ２は、図示しないが油圧回路を介してブームの伸縮シリンダ
に接続されている。コントローラ２は、選択された伸縮パターンに基づき油圧回路を制御
して伸縮シリンダの伸縮を制御する。これにより伸縮シリンダは、ブームの伸縮を制御す
る。
【００１９】
　モニタ４は、図２に示すように、コントローラ２に記憶されている種々の伸縮パターン
Ｐを画面４ａに表示するものである。画面４ａに表示される種々の伸縮パターンＰの表示
モードとしては、図２の通常モード、図３や図４の伸縮パターン手動並び替えモード、図
５の伸縮パターン自動並び替えモードがある。
【００２０】
　図２の通常モードは、伸縮パターン選択装置１の起動時に表示される基本の表示モード
である。通常モードの表示内容を説明する。各伸縮パターンＰは縦に並んで表示される。
各伸縮パターンＰの具体的な表示内容は、左からパターン番号Ｐａ、ブーム長さＰｂ、ブ
ーム長さに対する各ブーム段の伸長率Ｐｃである。各伸縮パターンＰはグループ毎（第１
グループＰ１～第１２グループＰ１２）に分けられている。偶数番目のグループは反転表
示される。
【００２１】
　また、コントローラ２に記憶されている伸縮パターンＰの数は、モニタ４の画面４ａに
表示できる伸縮パターンの数よりも多い。そのため画面４ａには、グループ番号が小さい
伸縮パターンＰが表示される。また、選択されている伸縮パターンＰには、コントローラ
２によりカーソル４１が表示される。このカーソル４１が下方に移動することにより画面
４ａに表示されていない下位の伸縮パターンＰがスクロールされて表示される。
【００２２】
　図３や図４の伸縮パターン手動並び替えモードは、種々の伸縮パターンＰを手動で並び
替えるときに表示される表示モードである。この伸縮パターン手動並び替えモードのとき
には、画面４ａの上部に「伸縮パターン手動並び替えモード」の文字１００が表示される
。
【００２３】
　図５の伸縮パターン自動並び替えモードは、種々の伸縮パターンＰを自動で並び替える
ときに表示される表示モードである。この伸縮パターン自動並び替えモードのときには、
画面４ａの上部に「伸縮パターン自動並び替えモード」の文字２００が表示される。
【００２４】
　操作部３は、モニタ４の画面４ａに表示される種々の伸縮パターンＰの中からオペレー
タが目的の伸縮パターンＰをコントローラ２に選択させるために使用される。この操作部
３は、図１に示すように、５つの操作キー（上キー３ａ、下キー３ｂ、セットキー３ｃ、
手動モード切り替えキー３ｄ、自動モード切り替えキー３ｄ）を備えている。オペレータ
が各操作キーを押すと、コントローラ２が各種の演算処理を行う。
【００２５】
　具体的には、オペレータが上キー３ａまたは下キー３ｂを押すと、カーソル４１が上ま
たは下に移動する。また、オペレータが、カーソル４１で任意の伸縮パターンＰを選択し
た状態でセットキー３ｃを押すと、選択した伸縮パターンＰが確定する。
【００２６】
　また、オペレータが手動モード切り替えキー３ｄを押すたびに、画面４ａの表示モード
が通常モードと伸縮パターン手動並び替えモードとに交互に切り替わるようになっている
。また、オペレータが自動モード切り替えキー３ｅを押すたびに、画面４ａの表示モード
が通常モードと伸縮パターン自動並び替えモードとに交互に切り替わるようになっている
。
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【００２７】
　次に、伸縮パターン選択装置１による伸縮パターンＰの選択操作について説明する。選
択操作としては以下の２つの選択操作がある。
（１）伸縮パターン手動並び替えモードを用いた選択操作
（２）伸縮パターン自動並び替えモードを用いた選択操作
　以下に各操作の内容について説明する。
【００２８】
（１）伸縮パターン手動並び替えモードを用いた選択操作
　伸縮パターン選択装置１が起動すると、モニタ４の画面４ａに図２の通常モードが表示
される。オペレータは操作部３の手動モード切り替えキー３ｄを押し、画面４ａの表示モ
ードを図２の通常モードから図３（ａ）の伸縮パターン手動並び替えモードに切り替える
。
【００２９】
　この伸縮パターン手動並び替えモードにおいてオペレータは、選択頻度が高い伸縮パタ
ーンＰの表示位置が上位にくるように並び替えて選択頻度の高い伸縮パターンＰを優先し
て表示する。
【００３０】
　本実施の形態においてオペレータの選択頻度が高い伸縮パターンＰは、パターン番号Ｐ
ａ＝１、２、１０、１２、３、５、９、２６の伸縮パターンＰである。このうちパターン
番号Ｐａ＝１０、１２、２６の伸縮パターンＰは下位に位置している。そこでオペレータ
は、これらの伸縮パターンＰの表示位置を図３（ａ）→（ｂ）に示すように上位に移動す
る。
【００３１】
　一例として、図４（ａ）→（ｂ）に示すように、パターン番号Ｐａ＝１０の伸縮パター
ンＰの表示位置を上位に移動する方法を説明する。オペレータは、操作部３の下キー３ｂ
を押してカーソル４１をパターン番号Ｐａ＝１から下方へ移動してパターン番号Ｐａ＝１
０の伸縮パターンＰを選択し（二点鎖線で図示）、セットキー３ｃを押して確定する。こ
れによりパターン番号Ｐａ＝１０の伸縮パターンＰは移動可能な状態になる。
【００３２】
　続いてオペレータは、操作部３の上キー３ａを押し、パターン番号Ｐａ＝１０の伸縮パ
ターンＰをパターン番号Ｐａ＝２の伸縮パターンＰの下に移動し、セットキー３ｃを押し
て確定する。これにより、パターン番号Ｐａ＝１０の伸縮パターンＰの表示位置が固定さ
れる。
【００３３】
　オペレータは、パターン番号Ｐａ＝１２、２６の伸縮パターンＰも上記と同様の操作で
移動する。具体的には、図３（ｂ）に示すようにパターン番号Ｐａ＝１２の伸縮パターン
Ｐをパターン番号Ｐａ＝１０の伸縮パターンＰの下に移動し、パターン番号Ｐａ＝２６の
伸縮パターンＰをパターン番号Ｐａ＝９の伸縮パターンＰの下に移動する。この結果、オ
ペレータの選択頻度が高い伸縮パターンＰが画面４ａの上位に表示される。
【００３４】
　続いてオペレータは、操作部３の上キー３ａまたは下キー３ｂを押して、選択頻度の高
い伸縮パターンＰの中から目的の伸縮パターンＰをカーソル４１で選択し、セットキー３
ｃを押して確定する。
【００３５】
　このように本実施の形態の伸縮パターン選択装置１は、オペレータの選択頻度が高い伸
縮パターンを優先して表示するようにした。したがって、オペレータは、選択頻度の高い
伸縮パターンを素早く探すことが可能になる。よって、本実施の形態の伸縮パターン選択
装置１は、使い勝手を向上させることができる。
【００３６】
　また、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１は、オペレータの選択頻度が高い伸縮パ
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ターンＰを上位に置いて目立つように表示することで優先して表示するようにした。した
がって、オペレータは、選択頻度の高い伸縮パターンＰを素早く且つ確実に選択すること
が可能になる。よって、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１は、使い勝手を確実に向
上させることができる。
【００３７】
　なお、本実施の伸縮パターン選択装置１は、伸縮パターンＰ毎に並び替えて選択頻度の
高い伸縮パターンＰを上位に表示したが、図６に示すように伸縮パターンＰをグループ単
位で並び替えて選択頻度の高い伸縮パターンＰのグループを上位に表示しても良い。図６
の場合では、上から、第１２グループＰ１２、第７グループＰ７、第１０グループＰ１０
、第１グループＰ１の順に表示される。
【００３８】
　なお、伸縮パターンＰをグループ単位で並び替える方法は以下の通りである。オペレー
タは、伸縮パターン手動並び替えモードにおいて、操作部３の上キー３ａと下キー３ｂを
使用して、移動したいグループをカーソル４１で選択してセットキー３ｃを押して確定す
る。続いて選択したグループを上キー３ａと下キー３ｂを使用して移動したい位置へ移動
し、セットキー３ｃを押して確定してコントローラ２に記憶する。
【００３９】
　なお、コントローラ２は、図２の通常モードを記憶しておき、オペレータが手動モード
切り替えキー３ｄを押すたびに、図４（ｂ）や図６（ｂ）の並び替え後の表示モードと通
常モードとを交互に切り替えて表示するようにしても良い。
【００４０】
（２）伸縮パターンの自動並び替えモードを用いた選択操作
　図５に示すようにコントローラ２は、カウンタ３００を備えている。コントローラ２は
、オペレータにより目的の伸縮パターンＰが選択されて確定されるたびに、このカウンタ
３００を用いて選択回数３００ａをカウントし、各伸縮パターンＰの選択回数３００ａを
記憶する。
【００４１】
　オペレータは、画面４ａに図２の通常モードが表示された状態で、操作部３の自動モー
ド切り替えキー３ｅを押して、表示モードを図２の通常モードから図５の伸縮パターン自
動並び替えモードに切り替える。
【００４２】
　この伸縮パターン自動並び替えモードにおいてコントローラ２は、予め記憶している各
伸縮パターンＰの選択回数３００ａに基づき、各伸縮パターンＰを上から選択回数３００
ａの多い順に並び替えて表示する。この結果、選択頻度の高い伸縮パターンＰは上位に表
示される。
【００４３】
　続いてオペレータは、操作部３の上キー３ａまたは下キー３ｂを押して、選択頻度の高
い伸縮パターンＰの中から目的の伸縮パターンＰをカーソル４１で選択し、セットキー３
ｃを押して確定する。
【００４４】
　このように本実施の形態の伸縮パターン選択装置１は、オペレータの選択頻度が高い伸
縮パターンを自動的に並び替えることにより優先して表示するようにもした。したがって
、オペレータは、伸縮パターンＰの選択操作が多くなった場合は、伸縮パターン自動並び
替えモードを用いれば、選択頻度の高い伸縮パターンＰを探す時間を短縮することが可能
になる。よって、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１は、使い勝手をより確実に向上
させることができる。
【００４５】
　また、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１は、伸縮パターンＰの選択回数３００ａ
に基づいて、選択頻度の高い伸縮パターンを自動的に表示するようにした。したがって、
オペレータは、選択頻度の高い伸縮パターンＰを確実に選択することが可能になる。よっ
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て、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１は、使い勝手をより確実に向上させることが
できる。
【００４６】
　なお、図示しないが、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１では、伸縮パターンＰ毎
に自動的に並び替える他に、グループ単位で自動的に並び替えるようにしても良い。
【００４７】
　具体的には、コントローラ２は、カウンタ３００を使用して、伸縮パターンＰのグルー
プ毎に選択された回数をカウントして記憶しておき、伸縮パターンＰのグループを回数の
多い順に並び替える。
【００４８】
　（第２の実施の形態）
　図１に本実施の形態のブームの伸縮パターン選択装置１０１のブロック図を示す。この
伸縮パターン選択装置１０１は、第１の実施の形態と同様のクレーンに設けられ、オペレ
ータがブームの伸縮パターンを選択するために使用される。なお、この伸縮パターン選択
装置１０１において第１の実施の形態の伸縮パターン選択装置１と同様の部分には同じ符
号を付し、異なる部分を中心にして説明する。
【００４９】
　この伸縮パターン選択装置１０１は図示しないがクレーンの運転室内に設けられ、コン
トローラ１０２と、コントローラ１０２の入力側に接続した操作部１０３と、コントロー
ラ１０２の出力側に接続したモニタ４とを備えている。コントローラ１０２と操作部１０
３は、本発明の優先表示制御手段を構成している。
【００５０】
　コントローラ１０２は、伸縮パターンの選択にかかる演算処理を行うものである。この
コントローラ１０２には、第１の実施の形態と同様の種々の伸縮パターンＰが記憶されて
いる。またコントローラ１０２は、図示しないが油圧回路を介してブームの伸縮シリンダ
に接続されており、選択された伸縮パターンＰに基づき油圧回路を制御して伸縮シリンダ
の伸縮を制御する。
【００５１】
　モニタ４の画面４ａに種々の伸縮パターンＰが表示される表示モードとしては、図２の
通常モード、図７（ａ）のお気に入り手動選択モード、図７（ｂ）のお気に入り手動登録
モード、図８（ａ）のお気に入り自動登録モードがある。
【００５２】
　図７（ａ）のお気に入り手動選択モードは、種々の伸縮パターンＰから選択頻度の高い
伸縮パターンＰを手動で選択するときに表示される表示モードである。このお気に入り手
動選択モードのときには、画面４ａの上部に「お気に入り手動選択モード」の文字４００
が表示される。
【００５３】
　図７（ｂ）のお気に入り手動登録モードは、図７（ａ）のお気に入り手動選択モードか
ら選択頻度の高い伸縮パターンＰを手動で登録（記憶）したときに表示される表示モード
である。このお気に入り手動登録モードのときには、画面４ａの上部に「お気に入り手動
登録択モード」の文字５００が表示される。
【００５４】
　図８のお気に入り自動登録モードは、オペレータの選択頻度が高い伸縮パターンＰが自
動で登録（記憶）されているのを表示する表示モードである。このお気に入り自動登録モ
ードのときには、画面４ａの上部に「お気に入り自動登録モード」の文字６００が表示さ
れる。なお、各表示モードの表示内容は、第１の実施の形態で説明した通りである。
【００５５】
　操作部１０３は、モニタ４の画面４ａに表示される種々の伸縮パターンＰの中からオペ
レータが目的の伸縮パターンＰをコントローラ１０２に選択させるために使用される。こ
の操作部１０３は、図１に示すように、５つの操作キー（上キー３ａ、下キー３ｂ、セッ
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トキー３ｃ、手動モード切り替えキー１０３ｄ、自動モード切り替えキー１０３ｅ）を備
えている。
【００５６】
　オペレータが各操作キーを押すと、コントローラ１０２が各種の演算処理を行う。ここ
では、手動モード切り替えキー１０３ｄと自動モード切り替えキー１０３ｅの場合につい
て説明する。
【００５７】
　オペレータが手動モード切り替えキー１０３ｄを押すたびに、画面４ａの表示モードが
通常モードとお気に入り手動選択モードとに交互に切り替わるようになっている。また、
オペレータが自動モード切り替えキー１０３ｅを押すたびに、画面４ａの表示モードが通
常モードとお気に入り自動登録モードとに交互に切り替わるようになっている。
【００５８】
　次に、伸縮パターン選択装置１０１による伸縮パターンＰの選択操作について説明する
。選択操作としては以下の２つの選択操作がある。
（１）お気に入り手動選択モードとお気に入り手動登録モードを用いた選択操作
（２）お気に入り自動登録モードを用いた選択操作
　以下に各操作の内容について説明する。
【００５９】
（１）お気に入り手動選択モードとお気に入り手動登録モードを用いた選択操作
　伸縮パターン選択装置１０１が起動すると、モニタ４の画面４ａに図２の通常モードが
表示される。オペレータは操作部１０３の手動モード切り替えキー１０３ｄを押して、表
示モードを図２の通常モードから図７（ａ）のお気に入り手動選択モードに切り替える。
オペレータは、このお気に入り手動登録モードにおいて、選択頻度の高い伸縮パターンＰ
を選択する。
【００６０】
　本実施の形態の場合においてオペレータの選択頻度の高い伸縮パターンＰは、パターン
番号Ｐａ＝２、３、５、９、１０の伸縮パターンでＰある。そこでオペレータは、操作部
３の上キー３ａまたは下キー３ｂを押してカーソル４１で各伸縮パターンＰを選択し、セ
ットキー３ｃを押して確定する。コントローラ２は伸縮パターンＰが確定されると、その
確定された伸縮パターンＰの左に印７００を付ける。この印７００は、印７００が付けら
れた伸縮パターンＰをオペレータがカーソル４１で選択してセットキー３ｃを押すことに
より消える。
【００６１】
　オペレータは、各伸縮パターンの左に印７００を付けたら、操作部３の手動モード切り
替えキー１０３ｄを押す。するとコントローラ１０２は、表示モードを図７（ａ）のお気
に入り手動選択モードから、図７（ｂ）のお気に入り手動登録モードに切り替え、印７０
０が付けられた伸縮パターンＰ、つまり選択頻度が高い伸縮パターンＰのみを表示する。
【００６２】
　続いてオペレータは、操作部３の上キー３ａまたは下キー３ｂを押して、お気に入り手
動登録モードに表示された伸縮パターンＰの中から目的の伸縮パターンＰをカーソル４１
で選択し、セットキー３ｃを押す。これにより目的の伸縮パターンＰが確定する。
【００６３】
　このように本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１は、オペレータの選択頻度が高
い伸縮パターンＰを優先して表示するようにした。したがって、オペレータは、選択頻度
の高い伸縮パターンＰを素早く探すことが可能になる。よって、本実施の形態の伸縮パタ
ーン選択装置１０１は、使い勝手を向上させることができる。
【００６４】
　また、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１は、オペレータの選択頻度が高い伸
縮パターンＰのみを表示することにより優先して表示するようにしたので、オペレータは
、選択頻度の高い伸縮パターンＰを素早く且つ確実に選択することが可能になる。よって
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、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１は、使い勝手を確実に向上させることがで
きる。
【００６５】
　なお、コントローラ１０２は、図２の通常モードを記憶しておき、オペレータが手動モ
ード切り替えキー１０３ｄを押すたびに、図７（ｂ）のお気に入り手動登録モードと通常
モードとを交互に切り替えて表示しても良い。
【００６６】
　また、図示しないが、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１では、お気に入り手
動選択モードにおいて伸縮パターンＰをグループ単位で選択して、お気に入り手動登録モ
ードで表示しても良い。
【００６７】
　具体的には、オペレータは、お気に入り手動選択モードにおいて、操作部３の上キー３
ａと下キー３ｂを使用して、選択頻度の高いグループをカーソル４１で選択してセットキ
ー３ｃを押して確定し、印７００をつける。続いてオペレータは、手動モード切り替えキ
ー１０３ｄを押す。するとコントローラ１０２は、お気に入り手動登録モードにおいて印
７００が付けられた伸縮パターンＰのグループ、つまり選択頻度が高い伸縮パターンＰの
グループのみを表示する。
【００６８】
（２）お気に入り自動登録モードを用いた選択操作
　図８に示すようにコントローラ１０２は、カウンタ８００を備えている。コントローラ
１０２は、オペレータにより目的の伸縮パターンＰが選択されて確定されるたびに、カウ
ンタ８００を用いて選択回数８００ａをカウントし、各伸縮パターンＰの選択回数８００
ａを記憶する。さらにコントローラ１０２は、所定の選択回数を超えた伸縮パターンＰを
お気に入りとして別に記憶する。
【００６９】
　オペレータは、画面４ａに図２の通常モードが表示された状態で、操作部１０３の自動
モード切り替えキー１０３ｅを押して、表示モードを図２の通常モードから図８のお気に
入り自動登録モードに切り替える。
【００７０】
　このお気に入り自動登録モードにおいてコントローラ１０２は、お気に入りとして記憶
した伸縮パターンＰのみを上から選択回数８００ａの多い順に表示する。このように表示
することにより選択頻度の高い伸縮パターンＰが優先して表示される。
【００７１】
　続いてオペレータは、操作部１０３の上キー３ａまたは下キー３ｂを押して、お気に入
り自動登録モードに表示された伸縮パターンＰの中から目的の伸縮パターンＰをカーソル
４１で選択し、セットキー３ｃを押して確定する。
【００７２】
　このように本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１は、オペレータの選択頻度が高
い伸縮パターンＰのみを自動的に表示することにより優先して表示するようにもした。し
たがってオペレータは、伸縮パターンＰの選択操作が多くなった場合は、お気に入り自動
登録モードを用いれば、選択頻度の高い伸縮パターンＰを探す時間を短縮することが可能
になる。よって、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１は、使い勝手をより確実に
向上させることができる。
【００７３】
　また、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１は、伸縮パターンＰの選択回数８０
０ａに基づいて、選択頻度の高い伸縮パターンＰを自動的に表示するようにした。したが
って、オペレータは、選択頻度の高い伸縮パターンＰを確実に選択することが可能になる
。よって、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１は、使い勝手をより確実に向上さ
せることができる。
【００７４】
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　なお、図示しないが、本実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１では、伸縮パターン
Ｐをグループ単位でお気に入りとして別に記憶してお気に入り自動登録モードで表示して
も良い。
【００７５】
　具体的には、コントローラ１０２は、カウンタ８００を使用して、伸縮パターンＰのグ
ループ毎に選択された回数をカウントして記憶しておき、所定の選択回数を超えた伸縮パ
ターンＰのグループをお気に入りとして別に記憶する。
【００７６】
　また、コントローラ１０２は、お気に入りとして記憶した伸縮パターンＰが一定数を超
えた場合には、選択回数８００ａの少ない伸縮パターンＰを削除するようにしても良い。
これによりコントローラ１０２は、記憶容量が抑えられるので演算処理速度の低下を抑え
ることができる。
【００７７】
　以上、本発明に係る実施の形態を例示したが、この実施の形態は本発明の内容を限定す
るものではない。また、本発明の請求項の範囲を逸脱しない範囲であれば、各種の変更等
は可能である。
【００７８】
　例えば、第１の実施の形態の伸縮パターン選択装置１では、選択頻度の高い伸縮パター
ンＰを優先して表示する方法として、選択頻度の高い伸縮パターンＰを画面４ａの上位に
表示することにより目立つように表示した。選択頻度の高い伸縮パターンＰを目立つよう
に表示する他の方法としては、選択頻度の高い伸縮パターンＰを別画面にポップアップ表
示する方法や、選択頻度の高い伸縮パターンＰの表示色を変えて表示する方法等が挙げら
れる。
【００７９】
　また、第２の実施の形態の伸縮パターン選択装置１０１では、選択頻度の高い伸縮パタ
ーンＰを優先して表示する方法として、所定の選択回数を超えた伸縮パターンＰをお気に
入りとして別に記憶してから表示したが、予め記憶した各伸縮パターンＰの選択回数８０
０ａから所定の選択回数を超えた伸縮パターンＰを抽出して表示しても良い。
【００８０】
　また、伸縮パターンＰを削除する場合には、コントローラ２（１０２）により自動で削
除しても良いし、操作部３（１０３）に削除キーを設けて、この削除キーにより手動で削
除しても良い。
【００８１】
　また、選択頻度の高い伸縮パターンＰを優先して表示するその他の方法として図９に示
すように、図２の通常モードで表示されている種々の伸縮パターンＰの先頭に１行間隔を
あけて好みの伸縮パターンＰが抽出されて表示されるようにしても良い。図９において抽
出される好みの伸縮パターンＰは、パターン番号Ｐａ＝８、１０、１２の伸縮パターンＰ
である。なお、抽出される好みの伸縮パターンＰの個数は特に限定されない。
【符号の説明】
【００８２】
　１　　ブームの伸縮パターン選択装置
　２　　コントローラ（優先表示制御手段）
　３　　操作部（優先表示制御手段）
　４　　モニタ
　１０１　　ブームの伸縮パターン選択装置
　１０２　　コントローラ
　１０３　　操作部
　Ｐ　　ブームの伸縮パターン
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